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改 訂 の 経 緯改 訂 の 経 緯

昭和６０年７月 「消雪パイプ設計施工マニ アル（案)」昭和６０年７月 「消雪パイプ設計施工マニュアル（案)」

平成２年８月 「散水消雪施設設計施工マニュアル」発刊

平成８年３月 「消・融雪施設の維持管理マニュアル」発刊

平成１２年３月 「散水消雪施設設計施工マニュアル改訂」発刊

平成２０年８月
「散水消雪施設設計施工・維持管理マニュアル改訂」発刊



改訂のポイント改訂のポイント改訂のポイント改訂のポイント

ポイント １ポイント １
新技術導入に対する対応

ポイント ２
必要散水量の算定式の改訂必要散水量の算定式の改訂

ポイント ３ポイント ３
排水性舗装への必要散水量算定式の対応

ポイント ４
維持・修繕等を考慮した配管等への対応維持 修繕等を考慮した配管等 の対応



内 容 の 説 明内 容 の 説 明

１．第１章１．第１章 総則総則

２ 第２章２ 第２章 消雪パイプの設計消雪パイプの設計２．第２章２．第２章 消雪パイプの設計消雪パイプの設計

３．第３章３．第３章 施施 工工

４．第４章４．第４章 維持管理維持管理

５．第５章５．第５章 災害時における消雪パイプの点検災害時における消雪パイプの点検５．第５章５．第５章 災害時における消雪 イプの点検災害時における消雪 イプの点検

と応急処置と応急処置

６ 第６章６ 第６章 技術資料技術資料６．第６章６．第６章 技術資料技術資料

７．散水消雪施設維持管理マニュアル７．散水消雪施設維持管理マニュアル



第１章第１章 総総 則則第１章第１章 総総 則則

１．１１．１ 目的目的

●●『『平成２０年５月平成２０年５月 路面消・融雪施路面消・融雪施
設設計 領設設計 領 』』 基づき 北陸地方基づき 北陸地方設設計要領設設計要領 』』に基づき、北陸地方に基づき、北陸地方
で最も広く普及している地下水を利で最も広く普及している地下水を利で最も広く普及している地下水を利で最も広く普及している地下水を利
用した散水消雪施設用した散水消雪施設””((消雪パイプ消雪パイプ))””
の設計と施工に関する事項を詳細の設計と施工に関する事項を詳細
に補完するに補完するに補完する。に補完する。



第２章第２章 消雪パイプの設計消雪パイプの設計第２章第２章 消雪パイプの設計消雪パイプの設計

２．１２．１ 計画区域の設定（計画区域の設定（P5P5～～P6)P6)
●代替路線がない路線とバリアフリー区●代替路線がない路線とバリアフリー区
間における歩道間における歩道 追記追記間における歩道間における歩道 追記追記

２．２２．２ 設計フロー設計フロー設計フ設計フ

●消雪パイプ設計フロー新技術や維持●消雪パイプ設計フロー新技術や維持
管理 関する事項を追記管理 関する事項を追記管理に関する事項を追記管理に関する事項を追記



２．３２．３ 必要散水量の算定必要散水量の算定
●算定式●算定式●算定式●算定式

従来散水式 ( )2wssss tCtCJρh ⋅++⋅ ( )
( )r21ww tttCρkα6

q
−−⋅⋅⋅⋅

=

外気へ失われる熱量

融雪に必要な熱量

路面管理レベルとして

新しい散水式

外気へ失われる熱量

( ) 2W+ qq60000 21

式の簡素化
による補正係数 ( )

( ) ・ｔｒ・・
－・ 1

2W
Cn=

WTTCρ

qq6
q

21ww

21

消雪水の熱損失補正消雪水の熱損失補

排水性舗装
の場合

･qCq dd =
排水性舗装にのみ適用

の場合

q1：融雪必要熱量(W/㎡)、q2：凍結防止熱量(W/㎡)、ρw：水の密度（kg/m3）、
Cw:水の比熱(J/kg/℃) T1：散水温(℃) T2：末端水温(℃) Cn：融解係数(無次Cw:水の比熱(J/kg/℃)､T1：散水温(℃)、T2：末端水温(℃)、Cn：融解係数(無次
元)、W1：計画道路幅員(m)、W2：W1のうち通行可能な状態を確保する幅員(m)、ｔ
ｒ：交通係数(無次元)、Cd：排水性舗装係数



●●道路幅員と確保幅員道路幅員と確保幅員

W1 道路幅員

確保幅員W2 確保幅員

T1 散水温度

●●交通係数交通係数

交通量(台 ) 交通係数( )日交通量(台/日) 交通係数(tr)

1500台未満 0.8～1.0

1500台以上4000台未1500台以上4000台未
満

0.6～0.8

4000台以上 0.4～0.6

歩道

車道

1.0
0.8～1.0

歩道
車道



●● 現行算定式と新算定式での水量の現行算定式と新算定式での水量の●● 現行算定式と新算定式での水量の現行算定式と新算定式での水量の
比較比較

0 6

0.5

0.6
●現行式では交通量と路面露出率の取り方によって、によって散水量は点線
枠のように、降雪量が少ない条件のイメージの範囲で変化していた。
◎新式は、熱収支の考え方をベースに路面管理レベルの考え方によって、実
線の枠の範囲のイメージで変化する。
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●●新算定式で排水性舗装に対応させる新算定式で排水性舗装に対応させる●●新算定式で排水性舗装に対応させる新算定式で排水性舗装に対応させる
場合場合

0.5

0.6

◆排水性舗装は、幅員と横断勾配により水量
の増加率は異なるが、基本的には新式に何割
増しという考え方で散水量を設定すれば、密粒
舗装と同程度の路面管理レベルを維持できるも

0.4

舗装と同程度の路面管理レベルを維持できるも
のとして、係数を設定した。
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２ ４２ ４ 井戸の設計井戸の設計２．４２．４ 井戸の設計井戸の設計

●設計一般●設計一般(P25)(P25)
・設計時に決定及び仮決定する事項の・設計時に決定及び仮決定する事項の

追加追加追加追加

●設計施工フローチャート●設計施工フローチャート(P26)(P26)
・井戸能力の判定において再検討追記・井戸能力の判定において再検討追記

●取水量の算定式●取水量の算定式(P28)(P28)●取水量の算定式●取水量の算定式(P28)(P28)
・影響圏算出にシーハルト式・影響圏算出にシーハルト式 追記追記



２ ４２ ４ 井戸の設計井戸の設計２．４２．４ 井戸の設計井戸の設計

●井戸の構造●井戸の構造(P29(P29～～P38)P38) 留意点追記留意点追記

・ケーシング管の機能向上・ケーシング管の機能向上

・ケーシング管の分類を明確化・ケーシング管の分類を明確化ケ シング管の分類を明確化ケ シング管の分類を明確化

・ケーシング管・ケーシング管((樹脂管樹脂管))とポンプ口径参考とポンプ口径参考

・ケーシング管と掘削ビットにロータリ追記・ケーシング管と掘削ビットにロータリ追記

・ストレーナの機能向上・ストレーナの機能向上・ストレーナの機能向上・ストレーナの機能向上

・ストレーナの強度確認・ストレーナの強度確認



ストレ ナの外圧試験ストレ ナの外圧試験ストレーナの外圧試験ストレーナの外圧試験



ストレーナの外圧試験ストレーナの外圧試験ストレ ナの外圧試験ストレ ナの外圧試験

VPスリットストレーナの耐圧（Mpa）

0.45

圧力タンク φ508

試験品(ストレーナ)

0 38

0.25

0 .3

0 .35

0 .4

M
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耐圧点：

6.0m

0.38

0 .1

0 .15

0 .2

測
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（
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水槽

ラップトップモデム

圧力センサ 圧力ポンプ

PC

0

0.05

0 .4908 0 .4912 0 .4915 0 .4919 0 .4922 0 .4926 0 .4929 0 .4933 0 .4936 0 .494 0 .4943 0 .4947 0 .495

水槽

試験概要図 圧力変化グラフ試験概要図 圧力変化グラフ



２ ４２ ４ 井戸の設計井戸の設計２．４２．４ 井戸の設計井戸の設計

●井戸の構造●井戸の構造(P29(P29～～P38)P38)
・泥水処理量をパーカッションとロータリーに・泥水処理量をパーカッションとロータリーに

分けて算出分けて算出分けて算出分けて算出

V=VV=Vdd＋＋VVgg+V+Vss・・・・式・・・・式22・・66
V:V:設計泥水処理量設計泥水処理量(m(m33))

VVdd::掘削による泥水量掘削による泥水量(m(m33))××K1:K1:体積増加係数体積増加係数((パーカパーカ1.8,1.8,ロータロータ1.2)1.2)
VVgg::ケーシング、砂利充填による泥水量ケーシング、砂利充填による泥水量(m(m33))××K2:K2:増加係数増加係数(1.1)(1.1)
VVss::孔内洗浄による泥水量孔内洗浄による泥水量(m(m33))××K3:K3:洗浄時増加係数洗浄時増加係数((パーカパーカ3.0,3.0,ロータロータ3.8)3.8)



２ ４２ ４ 井戸の設計井戸の設計２．４２．４ 井戸の設計井戸の設計

●泥水処理量の割増係数の改訂●泥水処理量の割増係数の改訂

ﾊﾟｰｶｯｼｮﾝ工法 ﾛｰﾀﾘ工法

泥水処理量　割増係数

従来
改訂

ﾊ ｶｯｼｮﾝ工法 ﾛ ﾀﾘ工法

体積増加係数  k1 2.0 1.8 1.2

砂利充填体積増加率砂利充填体積増加率
k2

1.1 1.1 1.1

洗浄時に溶解する泥
水量加算係数 k3

1.5 3.0 3.8
水量加算係数　k3



２ ５２ ５ 散水施設の設計散水施設の設計２．５２．５ 散水施設の設計散水施設の設計

●散水形態と消雪幅員の目安●散水形態と消雪幅員の目安(P39(P39～～P40)P40)

散水箇所 散水形態 最大消雪幅員W１
（散水管の受け持つ幅）

車道（土工部） 中央散水 ≦10m

路側散水 ≦8m

重複散水 8～10m

輪間散水 ≦6m

車道（橋梁） 路側散水 ≦6m

歩道 路側散水 ≦6m

駐車場 中央散水 ≦8m

路側散水 ≦6m



２ ５２ ５ 散水施設の設計散水施設の設計２．５２．５ 散水施設の設計散水施設の設計

●●散水形態散水形態

  

中央散水 輪間散水

 

中央散水 輪間散水

路側散水 重複散水路側散水 重複散水



２ ５２ ５ 散水施設の設計散水施設の設計２．５２．５ 散水施設の設計散水施設の設計

型 ズ を分類 削除型 ズ を分類 削除●●ツノ型ノズルを分類から削除ツノ型ノズルを分類から削除(P40(P40～～P41)P41)
●ノズル１孔当たりの諸元●ノズル１孔当たりの諸元(P43)(P43)● ズル 孔当たりの諸元● ズル 孔当たりの諸元( 3)( 3)

ボックス型ノズルの標準ボックス型ノズルの標準

４孔 孔径４孔 孔径φφ３３mmmm 散水角度散水角度4545°°４孔、孔径４孔、孔径φφ３３mmmm、散水角度、散水角度4545
●散水距離の目安●散水距離の目安(P45)(P45)

最大幅員最大幅員(W1) (W1) 
7 5m7 5m以上以上 L=30cmL=30cm程度程度7.5m7.5m以上以上 L=30cmL=30cm程度程度

6.06.0～～7.5m7.5m未満未満 L=20L=20～～30cm30cm
満満6.0m6.0m未満未満 L=20cmL=20cm以上以上



２ ６２ ６ 配管設計配管設計２．６２．６ 配管設計配管設計
●管内流速と配管径●管内流速と配管径(P54(P54～～P55)P55)

管径を現場に適した口径に統一するこ管径を現場に適した口径に統一するこ
とも検討するものとするとも検討するものとするとも検討するものとする。とも検討するものとする。



２ ６２ ６ 配管設計配管設計

●配管材料●配管材料(P55(P55～～P56)P56)

２．６２．６ 配管設計配管設計

●配管材料●配管材料(P55(P55～～P56)P56)
カップリング継ぎ手の利用カップリング継ぎ手の利用

●配管内の圧力●配管内の圧力

ノズルから安定して散水される圧力はノズルから安定して散水される圧力は
0 10 1～～0 3MPa0 3MPa0.10.1 0.3MPa0.3MPa
●配管設計早見表●配管設計早見表(P58)(P58)
樹脂管樹脂管(VP)(VP)早見表の追記早見表の追記



２ ７２ ７ 取水ポンプの設計取水ポンプの設計(P59(P59～～P61)P61)

●●取水ポンプの選定取水ポンプの選定

２．７２．７ 取水ポンプの設計取水ポンプの設計(P59(P59 P61)P61)

●●取水ポンプの選定取水ポンプの選定

・水質によって耐久性のある材質のポン・水質によって耐久性のある材質のポン
プを選択する。プを選択する。

渇水期の水位低下量が不明な場合は渇水期の水位低下量が不明な場合は・渇水期の水位低下量が不明な場合は・渇水期の水位低下量が不明な場合は

概ね概ね1010～～20m20mの範囲を追記の範囲を追記概ね概ね1010 20m20mの範囲を追記の範囲を追記

・ポンプ位置は定尺・ポンプ位置は定尺2.75m2.75mとと5.50m5.50mで割で割

り切れる値とする。り切れる値とする。



２ ８２ ８ 電源・操作設備電源・操作設備 (P62)(P62)

●●電源操作設備の機能電源操作設備の機能

２．８２．８ 電源 操作設備電源 操作設備 (P62)(P62)

●●電源操作設備の機能電源操作設備の機能

・必要に応じて、結露防止装置、絶縁監・必要に応じて、結露防止装置、絶縁監

視装置、ノイズ対策サージキラー装置視装置、ノイズ対策サージキラー装置

の設置の設置

２．９２．９ 制御設計制御設計 (P63(P63～～P64)P64)
・降雪検知器の特徴、取水ポンプの運転制・降雪検知器の特徴、取水ポンプの運転制

御 遠隔監視装置御 遠隔監視装置御、遠隔監視装置御、遠隔監視装置



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工

３．１３．１ 施工計画施工計画(P65(P65～～P66)P66)
●掘削工法にダウンザホールハンマー式を●掘削工法にダウンザホールハンマー式を●掘削工法にダウンザホールハンマー式を●掘削工法にダウンザホールハンマー式を
追加追加

●掘削時の振動測定例●掘削時の振動測定例 追記追記●掘削時の振動測定例●掘削時の振動測定例 追記追記



第３章第３章 施施 工工

３．２３．２ さく井さく井

第 章第 章 施施

●一般●一般(P6(P6７７))
・事前調査の必要性・事前調査の必要性 追記追記・事前調査の必要性・事前調査の必要性 追記追記

・さく井箇所は維持管理しやすい箇所選定・さく井箇所は維持管理しやすい箇所選定

●掘さく●掘さく(P68(P68～～P70)P70)
・井戸孔曲がりの測定方法にロータリー工法・井戸孔曲がりの測定方法にロータリー工法井戸孔曲がりの測定方法に タリ 工法井戸孔曲がりの測定方法に タリ 工法

の追記の追記

●ケーシング管●ケーシング管(P75(P75～～P76)P76)●ケーシング管●ケーシング管(P75(P75～～P76)P76)
・鋼管と樹脂管の種類と特長を明記・鋼管と樹脂管の種類と特長を明記

・防食継ぎ手の利用を推奨・防食継ぎ手の利用を推奨



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工

３ ２３ ２ さく井さく井３．２３．２ さく井さく井

●ケーシング作業●ケーシング作業(P77(P77～～P79)P79)
・作業手順の要点や留意事項追記・作業手順の要点や留意事項追記

●孔内洗浄●孔内洗浄(P81(P81～～P82)P82)●孔内洗浄●孔内洗浄(P81(P81～～P82)P82)
・コンプレッサ利用の追記・コンプレッサ利用の追記

●揚水試験●揚水試験(P83(P83～～P84)P84)
試験の測定間隔を修正試験の測定間隔を修正・試験の測定間隔を修正・試験の測定間隔を修正

・既存井戸への干渉に重点・既存井戸への干渉に重点既存井戸 の干渉に重点既存井戸 の干渉に重点



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工

３ ３３ ３ 取水施設取水施設３．３３．３ 取水施設取水施設

●ポンプの据付位置●ポンプの据付位置(P91(P91～～P92)P92)(( ))
・電極の設置位置の留意点・電極の設置位置の留意点

・ガス噴出対策・ガス噴出対策 例例 追記追記

●据付作業●据付作業(P93(P93～～P95)P95)●据付作業●据付作業(P93(P93～～P95)P95)
・揚水管の材質を明記・揚水管の材質を明記揚水管の材質を明記揚水管の材質を明記

・推奨するポンプ地上部構造・推奨するポンプ地上部構造 追記追記



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工

３ ３３ ３ 取水施設取水施設３．３３．３ 取水施設取水施設

●ポンプ室●ポンプ室(P95 )(P95 )
・設置位置の留意点・設置位置の留意点

小型軽量ポンプ室の活用小型軽量ポンプ室の活用・小型軽量ポンプ室の活用・小型軽量ポンプ室の活用

●制御盤●制御盤(P96(P96～～P97)P97)●制御盤●制御盤(( ))
・制御盤の種類・制御盤の種類 追記追記

遠隔監視装置遠隔監視装置 追記追記・遠隔監視装置・遠隔監視装置 追記追記



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工

散水施設散水施設３．４３．４ 散水施設散水施設

●事前調査●事前調査(P98(P98～～P99 )P99 )●事前調査●事前調査(P98(P98～～P99 )P99 )
・地下埋設物調査・地下埋設物調査 追記追記

●散水管／送水管●散水管／送水管(P99(P99～～P100)P100)
・樹脂管又は鋼管を標準・樹脂管又は鋼管を標準

埋設深さの追記埋設深さの追記・埋設深さの追記・埋設深さの追記

・道路横断部・道路横断部 施工例記載施工例記載道路横断部道路横断部 施 例記載施 例記載



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工
３．４３．４ 散水施設散水施設

●配筋および断面●配筋および断面(P103(P103～～P104 )P104 )
車道部 歩道部のコンクリ ト断面修正車道部 歩道部のコンクリ ト断面修正・車道部、歩道部のコンクリート断面修正・車道部、歩道部のコンクリート断面修正

・幅員の極端に狭い箇所のコンクリート・幅員の極端に狭い箇所のコンクリート員員

断面記載断面記載

● ンクリ ト打接● ンクリ ト打接(P105(P105 P106)P106)●コンクリート打接●コンクリート打接(P105(P105～～P106)P106)
・樹脂管の場合と鋼管の場合の目地の・樹脂管の場合と鋼管の場合の目地の樹脂管の場合と鋼管の場合の目地の樹脂管の場合と鋼管の場合の目地の

留意点記載留意点記載



第３章第３章 施施 工工第３章第３章 施施 工工

散水施設散水施設３．４３．４ 散水施設散水施設

●プレキャストブロック工法●プレキャストブロック工法(P107(P107～～108 )108 )●プレキャストブロック工法●プレキャストブロック工法(P107(P107～～108 )108 )
・施工例と規格・品質について追記・施工例と規格・品質について追記

・性能・機能・性能・機能 追記追記

●施工手順の追記●施工手順の追記(P114(P114～～P115)P115)●施工手順の追記●施工手順の追記(P114(P114～～P115)P115)



第４章第４章 維持管理維持管理第４章第４章 維持管理維持管理

●井戸 点検●井戸 点検 追記追記●井戸の点検フローの●井戸の点検フローの 追記追記

第５章第５章 災害時における消雪パイプの災害時における消雪パイプの
点検と応急処置点検と応急処置点検と応急処置点検と応急処置

消雪施設点検表 掲載消雪施設点検表 掲載●消雪施設点検表の掲載●消雪施設点検表の掲載

●応急処置事例紹介●応急処置事例紹介●応急処置事例紹介●応急処置事例紹介



第６章第６章 技術資料技術資料第６章第６章 技術資料技術資料

施 管 基準施 管 基準●施工管理基準●施工管理基準

・ロータリー工法の管理値・ロータリー工法の管理値 追記追記ロ タリ 工法の管理値ロ タリ 工法の管理値 追記追記

・プレキャストブロックの高さ管理・プレキャストブロックの高さ管理 追記追記

●消雪パイプ保護コンクリ ト構造計算●消雪パイプ保護コンクリ ト構造計算●消雪パイプ保護コンクリート構造計算●消雪パイプ保護コンクリート構造計算

●ポンプ室の応力計算●ポンプ室の応力計算 再計算再計算

・小型ポンプ室・小型ポンプ室((角型タイプ角型タイプ))応力計算応力計算 追記追記



消雪パイプ保護 ンクリ ト構造計算消雪パイプ保護 ンクリ ト構造計算消雪パイプ保護コンクリート構造計算消雪パイプ保護コンクリート構造計算

場打設場打設
(P125(P125～～P130)P130)

●現場打設コンクリート●現場打設コンクリート

・保護コンクリート寸法及び配筋を以下の・保護コンクリート寸法及び配筋を以下の

(P125(P125 P130)P130)

保護 ンクリ ト寸法及び配筋を以下の保護 ンクリ ト寸法及び配筋を以下の

44パターンに簡略化パターンに簡略化

配管材料による区分についても廃止配管材料による区分についても廃止・配管材料による区分についても廃止・配管材料による区分についても廃止

・鉄筋の材質については、・鉄筋の材質については、D10D10の市場性よりの市場性より鉄筋の材質については、鉄筋の材質については、D10D10の市場性よりの市場性より
SD295ASD295Aの使用を基本とすることに変更の使用を基本とすることに変更



●プレキ ストブロ ク●プレキ ストブロ ク●プレキャストブロック●プレキャストブロック

・鉄筋の材質については、現場打設コンク・鉄筋の材質については、現場打設コンク
リートと同様とし、その他構造に変更はないリートと同様とし、その他構造に変更はない



ポンプ室応力計算ポンプ室応力計算
(P131(P131～～P139)P139)

ポンプ室応力計算ポンプ室応力計算

●設計条件●設計条件

(P131(P131 P139)P139)

●設計条件●設計条件

・設計荷重をポンプ室の設置場所により・設計荷重をポンプ室の設置場所により設計荷重をポンプ室の設置場所により設計荷重をポンプ室の設置場所により

以下の以下の33パターンに細分化パターンに細分化

①車道部に設置①車道部に設置

②除雪する歩道部に設置②除雪する歩道部に設置②除雪する歩道部に設置②除雪する歩道部に設置

((歩道除雪車考慮）歩道除雪車考慮）((歩道除雪車考慮）歩道除雪車考慮）

③除雪しない歩道部や植栽帯部に設置③除雪しない歩道部や植栽帯部に設置



●●応力計算方法応力計算方法

・設計荷重の細分化により、どのパターンでも使・設計荷重の細分化により、どのパターンでも使
用できる計算式の表現に変更用できる計算式の表現に変更用できる計算式の表現に変更用できる計算式の表現に変更

●応力計算結果●応力計算結果

使用頻度の高いものとして 以下の条件の応力使用頻度の高いものとして 以下の条件の応力・使用頻度の高いものとして、以下の条件の応力・使用頻度の高いものとして、以下の条件の応力
計算結果を記載計算結果を記載

①設置場所①設置場所
除雪する歩道部除雪する歩道部除雪する歩道部除雪する歩道部
②構造②構造
プレキャストプレキャストプレキャストプレキャスト
③マンホール蓋③マンホール蓋
φφ750750 φφ600600φφ750750、、φφ600600、、
全面開放角形全面開放角形((新規追加新規追加))のの33種類種類



第 章第 章 資料資料第７章第７章 資料資料
●参考図●参考図●参考図●参考図

・制御盤取り付け図・制御盤取り付け図 修正修正

・流量計、井戸蓋、小型ポンプ室・流量計、井戸蓋、小型ポンプ室 追記追記

●提出書類●提出書類●提出書類●提出書類

・主な提出書類一覧表の掲載・主な提出書類一覧表の掲載主な提出書類 覧表の掲載主な提出書類 覧表の掲載

・台帳の追記・台帳の追記

各地 地 水条例各地 地 水条例 整理整理・各地の地下水条例・各地の地下水条例 整理整理

・関係法令一覧表・関係法令一覧表 掲載掲載関係法令 覧表関係法令 覧表 掲載掲載



散水消雪施設維持管理散水消雪施設維持管理散水消雪施設維持管理マニュアル散水消雪施設維持管理マニュアル

●●無散水施設点検について削除無散水施設点検について削除

●点検の時期について●点検の時期について

・降雪期前 降雪期間 降雪期後に分けた・降雪期前 降雪期間 降雪期後に分けた降雪期前、降雪期間、降雪期後に分けた降雪期前、降雪期間、降雪期後に分けた

●井戸の点検方法にカメラ点検を追記●井戸の点検方法にカメラ点検を追記

●井戸の修繕方法に新技術を掲載●井戸の修繕方法に新技術を掲載

●散水管修繕時に取り壊し幅確認することの追記●散水管修繕時に取り壊し幅確認することの追記●散水管修繕時に取り壊し幅確認することの追記●散水管修繕時に取り壊し幅確認することの追記

●井戸の更新時、掘り替え位置間隔●井戸の更新時、掘り替え位置間隔 削除削除



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。


